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３－３ 自然条件 
３－３－１ 地形 

（１）概要 

    「ル」国は、アフリカ大陸東部を南北に縦断する東西 2 条の地溝帯に挟まれた高原地帯

で、国土の西側はキブ湖（湖面標高 1,460m）と接し、東部から南部にかけた国境地帯は

ビクトリア湖に流入するアカゲラ川流域（上流部ルアンダ国内の正式名称は Nyabarongo

川、本文ではアカゲラ川で名称統一）の低地帯（標高 1,300m 前後）となり、湖、沼沢地、

沖積平野等が形成されている。また、国土の北西端部には標高 4,507m のカリシンビ山を

主峰とする火山地帯を配し、カリシンビ山から南方へ標高 2,000m 以上の山地が連なって

いる。この稜線が分水嶺となり、西側がキブ湖の水系に、東側がアカゲラ川の水系に属し

ている。アカゲラ川水系の地域は、国土の 80%以上を占めており、全般に 1,500m 以上の

標高を有する高原地帯が拡がり、アカゲラ川の本流や多数の支流に開析された標高差約

200m 前後の起伏に富んだ地形が形成されている。 

 

  （２）調査対象地域の地勢 

    調査対象のキブンゴ県は、「ル」国の南東部に位置する面積 2,964 km2の地域で、県の

東部及び南東部境界をタンザニア国と、南部はブルンジ国と国境で接し、国境地帯はアカ

ゲラ川流域の低地帯が形成されている。県内の地形は、後述の地質構成によって大きく影

響されており、変成岩の分布する県央部の広い区域は南北に延びる稜線（標高 1,500～

1,700m, 最高標高 1,900m）と、それを開析する谷筋によって特徴づけられ、相対的に斜

面の傾斜も急峻である。一方、貫入岩体の分布する県北西部、南西部、北東部の一郭は、

稜線（標高 1,500m 前後）と谷底の標高差が 100～150m 程度と相対的に山容が緩やかと

なり、谷底部には沖積世の土砂で堰き止められてできた湖が多く認められる。 

     

    稜線部から谷底に到る地形の変化を見ると、稜線部は延長方向に対し全般に幅数 100m

でなだらかな地形が拡がっているが、山腹斜面の上部 3/4 程度は、地形の勾配が平均的に

20～30°程度の急勾配の斜面となり、所々で岩盤が露出し、表土の分布も貧弱である。

山腹斜面の下部 1/4 は、崖錐層に被覆された勾配が 15°以下の緩い斜面が形成され、谷

底の沖積低地に到っている。沖積低地でも上流から下流に向けて極めて勾配の緩い地域で

は、水はけの悪い湿地状を呈し、水田の耕作地帯として利用されている所も認められる。 

 

    県の北東部はアカゲラ自然公園として自然が保護されているが、県内の一般的な土地利

用状況は、一部の急峻地や表土がなく硬質の岩盤が直接露出する地域を除いて、稜線、山

腹斜面、谷底等は万遍なく耕作地として活用されており、住民の家屋も耕作地の中に分散

して存在する。ただし、県内の主要な道路が、主に稜線沿いを通っていることや、近年「ル」

国政府で推進している集団定住化政策の関係で、稜線部へ住居が移動し、まとまった居住



－69－ 

地がいたるところで認められるようになってきた。 

 

３－３－２ 地質 

（１） 概要 

  「ル」国の地質は、全般に先カンブリア紀の造山帯（約 11億年前）に属しており、中

～低圧の変成作用を受けた砂質～泥質堆積物の変成岩と、ほぼ同時代の貫入岩体である

花崗岩類が基盤岩を構成している。新生代に入り、アフリカ大地溝帯の活動に伴い火山

活動が活発となり、カリシンビ山等に代表される国土の西端部の高山地帯は、厚く火山

噴出物で覆われた。また、高原地帯を開析する河川や谷沿い地域の表層は未固結の堆積

物によって被覆されており、山腹斜面の崩壊によって堆積した崖錐層や、河川の上流か

ら運ばれてきた土砂が堆積した沖積層が分布している。 

   

  地質構造は、国土が地溝帯に挟まれている関係で、先カンブリア紀の変成岩類は南北

に伸びる帯状の分布を示す他、ほぼ同じ走向の断層が多く認められるのが、特徴である。 

 

（２） 調査対象地域の地質 

  キブンゴ県は、「ル」国の南東部に位置する略正方形の形状を呈する地域で、その四隅

に貫入岩体の花崗岩類を配し、県央部は全般に珪岩や片岩等の変成岩と泥質岩や砂岩よ

りなる堆積岩類が分布している。また、小規模の貫入岩体である岩脈としては、県南東

部の変成岩分布地域で斑れい岩等の塩基性岩脈や花崗岩の分布地域でペグマタイト（地

質図には未記載）が認められる。谷を埋める沖積層は一般に粘土、砂、砂礫層より構成

されており、アカゲラ川流域や県内に分布する湖の下流域には幅数 km の広大な沖積面が

認められるが、沖積層はこの湖を堰き止める役割を担っており、かなりの層厚を有する

ものと推定される。以上のキブンゴ県内における地質の分布状況は、図３－３－１に示

すとおりである。 

 

  先カンブリア紀の変成岩の内、Ng, Nd, Gi, Kb, Kg の各層が珪岩や砂岩の優勢な地層

で、比較的風化を受けにくいため、露頭も多く観察され、地形的には稜線部に分布する

ことが多い。一方、Mh, Ak, Bi, Rr, Rk, Nm, Br の各層は片岩や泥質堆積岩の優勢な地

層で、相対的に風化や浸食作用に弱いため、谷地形部に分布している。また、花崗岩類

は全般に深部まで風化を受けているものと推定され、相対的に地形の傾斜が緩やかにな

っている。 

 

  地質図に示す通り、県内には多数の南北走向の断層（推定断層含む）が確認されてい

るが、連続性が追跡できる断層は明瞭な谷地形が形成されている他に、活発な地溝帯活

動の影響を受け、多数の付随する小断層が認められる。特に、県の中央部に分布する Rr, 
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凡  例 

堆積岩及び変成岩            貫 入 岩 

 

         

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ho  ：沖積層(粘土、砂、礫等) 

Br  ：片岩及び片岩,珪岩互層 
Kg  ：珪岩又は砂岩 

Rk/Nm：片岩,一部礫岩 
kb  ：珪岩及び砂岩,片岩互層 

Bi,Rr：泥質岩 

Nd,Gi：珪岩 

Mh,Ak：片岩又は砂泥質堆積岩 

Ng  ：珪岩及び砂岩、片岩互層 

ΓΜ ：花崗岩類 

ΓΒ ：花崗岩類 

△   ：斑レイ岩等塩基性貫入岩 

新生代第四紀 

先カンブリア紀 

：断層 

：推定断層 

KIBUNGO県 

図 3-3-1 キブンゴ県の地質図 
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Kb, Nm, Kg, Br の各層は北北東～南南西性の２条の断層に挟まれて陥没しており、あたか 

も小規模の地溝帯ような地質構造を呈している。 

 

３－３－３ 気象 

 「ル」国は赤道付近に位置するが、標高が高いため、温暖な気候に恵まれており、季節

は下記のとおり年間 2回づつの雨期と乾期に分けられる。 

  乾期：１月～２月、６月～９月 

  雨期：３月～５月、１０月～１２月 

  

 キブンゴ県内の気象観測所はキブンゴと ZAZA にあるが、1993～94 年以降観測は行われて

いない。ほぼ類似した気象条件の首都のキガリの観測データもあわせ、入手した気象資料

を整理すると、表３－３－１、図３－３－２に示すとおりである。 

  

  表 3-3-1 ギブンゴ県、キガリの気象データ 

月平均気温（℃）          

 1 月 ２月 ３月 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 10 月 11 月 12 月 平均 

KIBUNGO 20.6 20.4 20.5 20.5 20.2 20.6 20.6 20.5 21.5 20.3 20.3 20.0 20.6 

ZAZA 21.4 21.6 21.5 21.6 21.5 21.3 21.6 22.3 22.2 21.7 21.0 21.1 21.6 

KIGALI 21.3 21.7 21.4 21.2 21.1 21.1 22.1 21.1 22.4 21.5 20.9 21.0 21.4 

月間雨量(mm/月) 

 1 月 2 月 3 月 4 月 5 月 6 月 7 月 8 月 9 月 10 月 11 月 12 月 計 

KIBUNGO 85.8 112.0 141.7 150.3 125.2 15.1 0.1 3.1 60.4 129.1 110.6 90.7 1002.0 

KIGALI 66.6 71.1 131.9 123.9 94.5 24.4 16.7 33.2 56.7 108.3 115.5 76.4 949.2 

月平均湿度(%) 

 1 月 2 月 3 月 4 月 5 月 6 月 7 月 8 月 9 月 10 月 11 月 12 月 平均 

KIBUNGO 72 74 74 78 77 66 57 53 61 72 74 77 70 

KIGALI 72 69 73 76 75 67 60 58 63 70 74 73 69 

l KIBUNGO（Alt:1680m）の観測値は 1990.1～1993.6 

l ZAZA(Alt:1515m) の観測値は 1982.5～1994.2（途中欠測有り） 

l KIGALI(Alt:1490m) の観測値は 1991.1～2003.4（1994 年の 9ヶ月間欠測） 
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図 3-3-2 月間雨量と月平均気温 

 

 温度については、一日の気温が 13℃から 30℃の範囲で推移し、年間の平均気温も 21℃前

後で安定しており、季節的な変動はほとんど認められない。 
 

 降雨量は、1年間にキガリ、キブンゴ共 1,000 mm 前後あり、雨期の 6ヶ月間に約 75％の

雨量が集中し、乾期である６月～９月に雨量の少ないのが際立っている。 
 

 また、平均湿度は 70％前後で大きな変動はないが、乾期の６月～９月の湿度が 70％未満

で相対的に低くなる。 
 

 蒸発量については、キガリにおける月間の平均蒸発量として 95 mm の記録が残されてい

る。 

 

３－３－４ 水文 

 キブンゴ県内には多数の谷地形が発達するが、全域がアカゲラ川の流域に属している。

アカゲラ川は「ル」国西部のカリシンビ山塊を源頭とし、「ル」国だけでなく南接するブル

ンジ国から流入する水も集め、国土の中央部を蛇行し流下してくるが、本流はキブンゴ県

の南西部においてブルンジ国との国境にぶつかった後、国境沿いに東流し、東側のタンザ

ニア国との国境に到達してからは、流れは国境沿いに北に向きを変える。 
  

キブンゴ県は、図 3-3-3に示すとおり 10 の流域に区分することが出来る。県内には流

量の観測所が 3ヶ所あり、2ヶ所はアカゲラ川本流に、1ヶ所は支流の Cyunuji 川（観測点



－73－ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

KIBUNGO 

CYUNZI KIBUNGO 
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AKAGERA RUSOMO 

NYABARONGO 
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流域記号 流 域 名 

A Lake Muhazi Basin 

B Nyakora River Basin 

C Lake Nasho Basin 

D Lake Mugesera Basin 

E Lake Sake Basin 

F Lake Kabavubyi Basin 

G Rwagitugusa River Basin 

H Akagera River Southern Basin 

I Akagera River South-Easterm Basin 

J Akagera River Eastern Basin 

 

           図 3-3-3 ギブンゴ県の流域区分と観測所位置 

凡 例 

気象観測所 

● 流量観測所 

流域界 

国 境 

県 境 

● ○ 

ＴＴＴ 

km 
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番号：37181402）に位置している。観測データは欠測が多いうえ、充分に整理が行なわれ

ていないが、参考までに 1999 年の Cyunuji 川の観測データを示すと、表３－３－２のとお

りである。 

 

表 3-3-2 Cyunuji 川（流域面積 80 km2）の流量観測データ（1999 年） 

単位：m3/sec 

 1 月 2 月 3 月 4 月 5 月 6 月 7 月 8 月 9 月 10 月 11 月 12 月 平均 

平均 0.279 0.225 0.392 0.365 0.289 0.201 0.223 0.256 0.186 0.240 0.289 0.254 0.267 

最大 0.347 0.290 0.538 0.501 0.334 0.236 0.272 0.334 0.219 0.292 0.334 0.272  

最小 0.238 0.174 0.272 0.292 0.236 0.187 0.187 0.182 0.147 0.164 0.236 0.219  

 

Cyunuji 川の一年間の全流量は 8.422×106 m3 となり、流域面積 80 km2 より、単位面積

当たりの河川流出量に換算すると、105.3 mm/year に相当する。 

 

また、流量の経年変化を見ると、年始めの乾期（1,2 月）は減少傾向にあるが、雨期が

始まった 3 月が 0.365 m3/sec と急激に多くなる。その後の流量は減少傾向にあり、6 月か

ら 9月の乾期は 0.200 m3/sec 前後の値で推移し、10 月の雨期に入ると再び流量が増えてお

り、降雨量との相関性が認められる。また、雨量の最も少ない 6月～9月の最低流量も 0.15 

m2/sec 程度が確保されており、年間を通して Cyunuji 川の水が涸れることがないことを示

している。 
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３－４ 水理地質 
３－４－１ 地下水の賦存状況 

  キブンゴ県に分布するような基盤岩の場合、一般に砂状に分解したり、亀裂が多く発

達する風化帯や断層等の裂罅の発達する部分に地下水が賦存されている。珪岩、砂岩は風

化を受けにくい特徴を有する反面、風化を受けると比較的亀裂が発達しやすいため、相対

的に良好な帯水層となる可能性が高いが、片岩や泥質岩の場合は風化作用により水を通し

にくい粘性土状に変化しやすいため、珪岩に較べ地下水の賦存はあまり期待出来ない。ま

た、花崗岩は、構成鉱物によって風化状況が異なり、滞水層としての特徴は一様でなく変

化に富んでいるが、当地域の花崗岩は地下水開発の困難な地質として評価されている。こ

の他、基盤岩に岩脈等の貫入する場合、母岩との接触部に亀裂等が発達するため、滞水層

となることが多く、県南東部地域の塩基性岩脈分布地域や花崗岩分布地域のペグマタイト

貫入部がこれに相当する。 

 一方、崖錐層や沖積層の場合、未固結の軟らかくルーズな堆積物であるため、礫や砂等

粒径の粗い層が分布する部分が良好な帯水層となっている。しかし、これらの未固結層は

地表から浅い位置に分布するため、表層からの汚染を受けやすい特徴を有している。 

 

 一般に、雨水により稜線部で涵養された地下水は、沖積低地に向かって地中を流動して 

行き、沢筋近くで泉として湧き出したり、直接崖錐層や沖積地盤に浸透し、河川水や伏流 

水等となって流れ下ってゆくものであるが、山地から谷筋に到る間の地下水の挙動は、基 

盤岩の岩質、風化の状況、地質構造によって大きく影響される。 

 

 以上より、起伏に富む地形の高所には、涵養された地下水も長期に留まることなく、標 

高の低い位置に流下していくため、基盤岩が風化を受け地下水の浸透可能な透水性の地盤 

が分布しても、地形的に高所では、良好な滞水層が形成されることは少ない。しかし、高 

所における滞水層は、稜線、山腹を問わずなだらかな地形が広い範囲に拡がっている地域 

に厚い風化帯が分布することや断層等による局部的な深部に到る裂罅が存在することが必 

要条件となり、その特徴としては、 

① 地下水位が深いこと 

② 季節的に地下水位の変動が大きいこと 

が、挙げられる。 

 

 崖錐層や沖積層が堆積する谷筋に沿った低地帯（山腹斜面下部を含む）は、山地から流

下してきた地下水が、基盤岩の風化帯、裂罅及び未固結層の空隙に充填されており、地下

水の賦存条件は高地に較べて良く、過去の日本の無償資金協力で実施された深井戸は、全

て谷筋に賦存された地下水が開発されたものである。 
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 また、過去の開発調査では現地調査の結果に基づき、地下水が浸透し、滞水が可能な風

化帯の分布する深度、即ち未風化の不透水性岩盤の分布する深度について、水理地質区分

を行い、次表のとおり整理されている。 

 

        表 3-4-1 未風化岩（不透水層）の分布する深度    単位：ｍ 

水理地質区分 地形区分 

記号 地質 山腹斜面下部 山腹斜面中部 稜線及び 
山腹斜面上部 

A 沖積層、崖錐層 30>   

Q 珪岩 65 40 40 

SQ 片岩、珪岩互層 60 40 40 

S 片岩 60 45 30 

Gn 花崗岩 40 55 55 

  

 上記水理地質区分は、図 3-3-1の地質と対比すると、次表のとおりである。 

 

表 3-4-2 地質図における地質分類と水理地質区分の対比 

地質時代 地質区分 地質図の
記号 主な地質 水理地質区分の

記号 

新生代第四紀 未固結堆積物 Ho 粘土、砂、礫 A 

Br 片岩及び片岩、珪岩互層 S, SQ 

Kg 珪岩又は砂岩 Q 

Rk/Nm 片岩、一部礫岩 S 

Kb 珪岩及び砂岩、片岩互層 Q, SQ 

Bi/Rr 泥質岩 S 

Nd/Gi 珪岩 Q 

Mh/Ak 片岩又は砂泥質岩 S 

 

 

変成岩、 

堆積岩 

Ng 珪岩及び砂岩、片岩互層 Q, SQ 

 

 

 

先カンブリア紀 

貫入岩体 Γm/Γb 花崗岩 Gn 

 

３－４－２ 開発調査の結果 

  キブンゴ県を対象として、1985 年、1991 年の２度に亘り給水計画の開発調査が実施さ

れたが、水理地質に関する調査も地表踏査、物理探査の他、計１２箇所で試掘調査が行

なわれている。試掘調査の位置及びその結果は、それぞれ図 3-4-1、表 3-4-3 に示すと

おりである。 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

凡 例 

 

試掘調査位置 
 
T-1～T-7：Phase Ⅰ 

№1～№5：Phase Ⅲ   

● ○ 

● ○ 

● ○ 

● ○ 

● ○ ● ○ 

● ○ 

● ○ 

● ○ 

● ○ 

● ○ 

● ○ 

● ○ 

№5 

T-3 

T-7 

№3 

T-6 

№4 
№2 

№1 

T-1 

T-2 

T-5 

T-4 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
図 3-4-1 開発調査における試掘調査位置 
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　　　　　                　表３－４－３　　　　　開発調査における試掘調査結果一覧表
位置＊1地形的条件　　　　　地質 滞水層 調査深度 スクリーン 静水位 揚水可能量滞水層の透水係数　　　　　　　備考

被覆層 基盤岩*2 　　  　(m) 深度(m)       (m)    (?/min) *3　　　　(cm/sec)

T-1

広い谷間
扇状地形発
達

厚さ23.75m
砂礫、砂、粘土

Rr
片岩及び珪岩

亀裂の多い
珪岩 44.85 36～42 9.40 250

 5.14×10-3

(7.92×10-3) 断層が通る谷沿いの地域

T-2
狭い谷間
崖錐発達

厚さ18.85m
砂礫、砂、粘土

Nm
片岩及び珪岩

亀裂の多い
珪岩 43.50 30～42 19.50 33

T-3
広い谷間
湿地

厚さ12.50m
礫、砂、粘土

Rr
片岩、珪岩互層

亀裂の多い
珪岩 42.00 30～46 22.18 33 断層が通る谷沿いの地域

T-4
狭い谷間
急傾斜地

厚さ8.50m
粘土、礫、砂

Rr
片岩及び珪岩 無し 46.00       -      -        -

T-5
広い谷間
沖積面発達

厚さ20.00m
礫、砂

Bi, Md, Mh
片岩及び珪岩

片岩及び
珪岩 54.85 45～51 11.41 200

 1.93×10-3

(8.14×10-2) 花崗岩分布地域に近接

T-6
台地状
山腹

厚さ16.00m
粘土等

Gb
風化花崗岩 無し 58.00       -      -        -

T-7
狭い谷間
山腹

厚さ10.00m
砂礫、粘土

Kg
珪岩

亀裂の多い
珪岩 58.00 34～52 33.80 40

No.1 谷部
厚さ22.5m
粘土、礫混じり

Rk　風化片岩
片岩

片岩
風化帯 83.00

26～30
50～62 6.93 210

3.62×10-4

(9.62×10-4) 花崗岩分布地域に近接

No.2 谷部
厚さ24.0m
砂質粘土、砂礫

Rr　風化片岩
石英片岩

沖積、砂礫
片岩風化帯 81.00

20～28
60～70 3.83 250

 1.38×10-3

(2.79×10-3) 断層が通る谷沿いの地域

No.3 谷部
厚さ15.0m
砂質土

Gb
風化花崗岩

花崗岩
片岩風化帯 81.00 64～76 10.80 100

 2.73×10-4

(1.79×10-4)

No.4 山腹斜面
厚さ6.0m
表土

Nm　片岩及び
片岩、珪岩互層

片岩、
珪岩互層 150.00 不明 60.00 15

 3.75×10-5

(4.53×10-5) 断層が通る谷沿いの地域

No.5 山腹斜面
厚さ1.4m
礫

Ak
片岩、珪岩互層

片岩、珪岩
破砕帯 104.50 不明 22.00 170

 3.86×10-4

(3.11×10-4) 塩基性貫入岩体分布地域に近接

*1 T-1～T-7：Phase I 調査、No. 1～No.5：Phase III 調査
*2 略語は表３－４－２参照
*3 上段Jacob の方法、下段（　）は回復法で算出

表 3-4-3  開発調査における試掘調査結果一覧表 
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   前頁の調査結果より、明らかになった点を列記すると、次のとおりである。 

 

  （被覆層） 

① 先カンブリア紀が分布する地域の沖積層、崖錐層は、広い谷で 20m 前後、狭い谷

で 10～20m の層厚で分布し、一般に有力な滞水層となる砂礫層や砂層を挟んでい

る。 

② 花崗岩分布地域における被覆層は、15m 前後の層厚で風化土壌または二次堆積物

が分布するが、粘性土分が多くを含まれていると判断され、明瞭な滞水層の分布

は認められない。 

 

（基盤岩） 

③  先カンブリア紀の分布する地域における試掘調査の位置は、谷沿いで実施され

ているため、概ね風化浸食を受けやすい Nm, Rr, Ak の各層に代表される片岩の

優勢な地層が分布している。試掘調査の結果では片岩中に相当量の珪岩層が挟ま

れていることが確認されたが、この珪岩層の裂罅が有力な滞水層となっている。 

ただし、珪岩が挟まれている場合でも、良好な滞水層が形成されているとは限

らず、空井戸が 1 ヶ所で認められた。また、地下水が得られても、やっとハン

ドポンプで汲み上げることが出来る程度の水量（15～40 l/min）しか得られない

孔が４ヶ所で認められたが、これ等の孔の地下水位は地形的条件に係わりなく、

全般に GL-20～60 m と極めて低いのが特徴である。 

④ 花崗岩の場合、一般に砂状に分解した風化帯や引っ張り亀裂の発達する部分が有

力な滞水層となるが、試掘調査位置では風化帯、未風化帯を問わず、全般に透水

性が低く、弱風化の硬質岩中に発達する亀裂だけが滞水層となっている。しかし、

本層の分布地域でも多くの湧水点が確認されていることから、地下水開発の対象

として期待できるものと判断される。 

⑤ 断層等の構造線が通る谷筋の低地において、4 ヶ所で試掘調査が行なわれたが、

いずれの孔も滞水層に当り、内２孔からは、250 l/min の多量の地下水が得られ

ることが、明らかとなった。 

⑥ また、３ヶ所の試掘調査は、花崗岩や塩基性の貫入岩体に近接する先カンブリア

紀層の分布地域で実施されたものであるが、いずれの孔も亀裂の発達した滞水層

に当り、170～210 l/min の多量の地下水が得られることが、明らかとなった。 

 

以上の調査結果を基に、滞水層別の代表的な水理定数は、次のとおり整理されてい

る。 
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表 3-4-4 水理定数総括表  

水理地質区分 透水量係数 T 

(m2/day) 

透水係数 K 

(cm/sec) 

貯留係数 S 

A  
沖積層＊１ 10～35 5×10-4～1×10-3 1×10-1～1.5×10-1 

SQ,Q,S 風化した 
珪岩、片岩 5～20 1×10-3 5×10-2 

Gn 風化した又は 
裂罅のある花崗岩 1～3 1×10-4 5×10-1 

*1: Phase I における深井戸工事記録からの推定値 

 

３－４－３ 水質 

  キブンゴ県内の住民が、日常的生活用水として利用している水源の水質を把握する目

的で、深井戸、保護湧水、湧水、手掘り井戸（池含む）、河川水、湖水等から採水された

２９試料を対象にして、次の各項目の水質試験を実施した。 

 

水温、色、濁り、味覚、臭気、ＰＨ，電気伝導度、ＣＯＤ，全硬度、塩化物、硝酸塩、

亜硝酸塩、全鉄、マンガン、フッ素、一般細菌、大腸菌群 

  

 採水地点の水源別内訳は表 3-4-5に示すとおりである。 

 

表 3-4-5 水質試験の水源別内訳 

水源の種類 採水地点 

深井戸 5 

保護湧水 13 
(１ヶ所、上水の処理水) 

湧水 2 

地下水 

手掘り井戸＊ 3 

河川 4 表流水

等 湖 2 

計 29 

＊ 谷底にあり、表流水が流入する構造 

 

  各試料の採水地点、試験の結果はそれぞれ図 3-4-2、表 3-4-6に示すとおりである。 
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● ● 
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● 
● ● 
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● 
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● 

● 

● 

● ● 

● 

● 

● 

29（B） 

10（B） 
9（PS） 

6（D） 

11（PS） 

14（PS） 

15（PS） 

13（PS） 
12（R） 

5（B） 

18（L） 

17（L） 
19（PS） 

16（PS） 

3,4（PS） 

7（PS） 

23（R） 

8（S） 1（S） 
2（B） 

28（B） 
27（PS） 

26（PS） 

25（D） 

24（D） 
● 

22（R） 

凡 例 

揚水位置 

●（B） ：深井戸 

●（PS） ：保護湧水 

●（S） ：湧 水 

●（D） ：掘り抜き井戸又水溜 

●（R） ：河 川 

●（L） ：湖 

● ● 21（R） 20（PS） 

図 3-4-2 水質試験試料採取位置図 
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表 3-4-6 水質試験結果一覧表 

 

 

 

 

 

 

No. 採水日 水源の種類周辺の地質 水温 色 濁り味 臭気PH EC COD 全硬度塩化物硝酸塩 亜硝酸塩 アンモニア硫酸塩 全鉄マンガン フッ素 一般細菌 大腸菌群 備考

District Secteur ℃ μs/cm ppm ppm ppm ppm ppm ppm ppm ppm ppm ppm

1 Rukri Rusenge 04.07.03 S（崖堆）Rr 23.0 透明 無し無し 有り5.53 181 7 45 75 5 0.02＞ 0.5 50> 0.2> 0.5> 0.1 多い 多い 流量2.5l/sec

2 Ruzinga 1 04.07.03 BH Rr 22.7 透明 無し無し 無し5.54 218 3 50 50 5 0.02＞ 0.5 50> 0.2> 0.5> 0.2 無し 無し

3 Kibungo 上水（水源）04.07.09 暗渠 Nm 20.1 透明 若干無し 無し5.55 130 1 45 25 5 0.02＞ 0.2＞ 50> 0.2> 0.5> 0 若干 若干 別途記載

4 処理後上水 04.07.09 暗渠 21.0 透明 無し無し 無し5.99 159 1 65 125 5 0.02＞ 0.2＞ 50> 0.2> 0.5> 0 無し 無し

5 Kigarama Ringese 04.07.10 BH Bi 21.5 透明 無し無し 無し5.52 358 2 95 150 2 0.02＞ 0.2＞ 50> 0.2> 0.5> 0.1 無し 無し

6 Nyamada 04.07.10 DW *27.0 茶濁 強 苦い 有り6.34 459 8< 300 150 20 1< 0.8 50> 0.2> 0.5> 0 非常に多い非常に多い

7 Kibungo Ndamira 04.07.10 P.S Nm 20.9 透明 無し無し 無し5.37 192 1 60 175 5 0.02＞ 0.2＞ 50> 0.2> 0.5> 0.1 非常に多い若干 流量0.72l/sec

8 Kukarenge 04.07.10 S（崖堆） *20.5 透明 無し無し 無し4.56 204 6 105 75 5 0.02＞ 0.5 50> 0.2> 0.5> 0 非常に多い非常に多い

9 Cyarubare Mbarara 04.07.11 P.S Ho 21.9 透明 無し無し 無し5.77 266 2 125 150 5 0.02＞ 0.2＞ 50> 0.2> 0.5> 0 非常に多い非常に多い流量0.01l/sec

10 Mbarara 04.07.11 BH Nm (Ho) 22.8 透明 無し無し 無し5.60 343 3 125 175 1 0.02＞ 0.5 50> 0.2> 0.5> 0 非常に多い若干

11 Ruyonza Gitwa 04.07.11 P.S *23.4 透明 無し無し 無し5.24 280 2 150 150 10 0.02＞ 0.2＞ 50> 0.2> 0.5> 0 無し 無し 流量0.22l/sec

12 RwamaganaKigarama 04.07.12 河川 17.4 茶濁 若干不味い有り6.23 331 5 155 175 3 0.02＞ 0.2＞ 50> 0.2> 0.5> 0 非常に多い非常に多い

13 Gisanga 04.07.12 P.S Gb, Ng境界 22.5 透明 無し無し 無し5.26 262 1 50 125 10 0.02＞ 0.2＞ 50> 0.2> 0.5> 0 無し 無し 流量2.0l/sec

14 Muhazi Karambi 04.07.12 P.S Gb 22.7 透明 無し無し 無し5.48 341 1 105 200 10 0.02＞ 0.2＞ 50> 0.2> 0.5> 0 無し 無し 流量0.001l/sec

15 Shabarondo 04.07.12 P.S Gb 22.5 透明 無し無し 無し5.41 179 1 75 75 10 0.02＞ 0.2＞ 50> 0.2> 0.5> 0.1 無し 無し 流量0.13l/sec

16 Mirenge Bukokoza 04.07.13 P.S Gb, Ng境界22.2 透明 無し無し 無し5.20 128 1 35 50 10 0.02＞ 0.2＞ 50> 0.2> 0.5> 0 無し 多い 流量3,4l/sec

17 Nandama 04.07.13 湖水 25.1 茶濁 有り不味い有り8.30 394 8< 100 25 1> 0.02＞ 0.2＞ 50> 0.3 0.5> 0 非常に多い非常に多い

18 Rugarama 04.07.13 湖水 24.5 茶濁 有り不味い有り8.24 354 8< 110 25 1> 0.02＞ 0.2＞ 50> 0.2 0.5> 0 非常に多い非常に多い

19 Karaba 04.07.13 PS(パイプ) 23.2 透明 無し無し 無し5.59 151 2 30 75 12 0.02＞ 0.2＞ 50> 0.2> 0.5> 0 非常に多い無し

20 Rukira Gituku 04.07.14 P.S Gi 20.8 透明 無し無し 無し5.17 43.1 1 10 25 2 0.02＞ 0.2＞ 50> 0.2> 0.5> 0 無し 若干

21 Gituku 04.07.14 河川 24.5 白濁 若干無し 有り6.62 66.8 8< 25 25> 1> 0.02＞ 0.2＞ 50> 0.2 0.5> 0.1 非常に多い非常に多い流量1.0l/sec

22 Mushikili 04.07.14 河川 25.2 茶濁 強 不味い有り6.92 116 8< 40 25> 1> 0.02＞ 0.2 50> 1 0.5> 0 非常に多い非常に多い

23 ｎｙａｇａｚｏｉ04.07.14 河川 23.0 茶濁 有り不味い有り6.80 206 8< 60 25> 1> 0.02＞ 0.2＞ 50> 0.3 0.5> 0.1 非常に多い非常に多い

24 NyarubuyeMurundi 04.07.15 DW 17.8 茶濁 有り不味い有り6.80 293 5 10 25> 1> 0.02＞ 0.5 50> 0.7 2 0 非常に多い非常に多い

25 Nyabitare 04.07.15 池（DW) 28.1 茶濁 強 不味い有り6.85 282 8< 90 25> 1 0.03 0.2 50> 1 0.7 0 非常に多い非常に多い

26 Rusumo Rutabango 04.07.15 P.S Rr 21.7 透明 無し無し 無し5.61 220 1 55 125 7 0.02＞ 0.2＞ 50> 0.2> 0.5> 0 無し 無し 流量1.5l/sec

27 Nyamiyanga 04.07.15 P.S Rr? *23.0 透明 無し無し 無し5.57 159 6 35 25 4 0.02＞ 0.2＞ 50> 0.2> 0.5> 0 非常に多い若干

28 Chuniji 04.07.15 BH Rr (Ho) 21.4 透明 無し無し 無し6.57 393 3 205 150 1 0.02＞ 0.2＞ 50> 0.2> 0.5> 0 若干 無し

29 Charubare Nyankora 04.07.16 BH Rr 24.8 透明 無し無し 無し6.46 274 6 85 125 2 0.07 0.2 50> 0.2 0.5> 1 多い 無し

WHOガイドライン値 6.5～8.5 500 250
硝酸性
窒素10 400 0.3 0.5 1.5     

BH：深井戸、PS ：保護湧水、S：湧水、DW：手掘り井戸       注：＊は家庭のタンクより採水

位置
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 各試験項目別の特徴は、下記のとおりである。 

   

① 色度、濁度 

深井戸、保護湧水、湧水は無色透明で、ほとんど濁りは認められなかった。しかし、

手掘り井戸、河川、湖の水は全て濁りが強く、地下水との相違は顕著である。手掘

り井戸は井戸壁が保護されていないため、土壌が混入したり、表流水が流入したり

することにより、濁りは表流水や溜り水と変わらない。 

② 味覚、臭気 

一部で、臭いの感じられる湧水があったが、概ね地下水は問題にならない。一方、

手掘り井戸や表流水グループは味覚、臭気共問題が有り、飲料水として適していな

い。 

③ ＰＨ 

地下水の場合、２ヶ所の深井戸(Chunji, Nyankora)で 6.5 前後の値を示したが、概

ね 5.5 前後の値となり、弱酸性である。手掘り井戸と河川水は 6.23～6.92 の範囲

に収まっているが、湖水の場合 8.24～8.30 の高い値でアルカリ性を示している。 

④ 電気伝導度 

全般に、400μs/cm 以下の値となり、溶存成分が少ないことを示している。 

⑤ ＣＯＤ 

  手掘り井戸、河川、湖の水は 8 ppm 以上で高い値を示しているが、地下水は 8 ppm

未満で相対的に低い値となる。 

⑥ 全硬度、塩化物 

全般にＷＨＯのガイドライン値の範囲に収まっている。 

⑦ 硝酸塩、硝酸塩、アンモニア、硫酸塩 

  全般にＷＨＯのガイドライン値の範囲に収まり、問題はないが、花崗岩分布地域

における湧水の硝酸塩含有量が、10 ppm 前後（硝酸性窒素に換算して 2.3 ppm）

と、他の水源に比して高い特徴を示している。 

⑧ 全鉄、マンガン 

Nyarubuye 郡の手掘り井戸と隣接する Rukira 郡の河川水で、全鉄 0.7～1.0 ppm,

マンガン 0.7～1.0 ppm 含有し、ＷＨＯのガイドライン値を大幅に超えていたが、

他の試料では、鉄、マンガン共それぞれ 0.3 ppm 以下、0.5 ppm 以下の値が得ら

れた。尚、Phase III の 開発調査報告書では、停滞した水域に閉じ込められた浅

層の地下水の場合、鉄、マンガンを多く含み、問題があるとしており、今後の調

査では、注意を要する項目である。 

  ⑨フッ素 

Nyankora の深井戸において、1 ppm 含まれていたが、他の水源ではほとんど検出さ

れなかった。 
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  ⑩一般細菌、大腸菌 

  手掘り井戸、河川、湖の水は、濁りが強く肉眼でも汚染されていることが、明ら 

  かであり、全試料から非常に多くの一般細菌、大腸菌が検出された。また、保護 

  されていない湧水の場合も、周辺の土壌等から汚染を受け、一般細菌、大腸菌が 

検出された。聞き取り調査では、これらの水源を利用している住民はいずれも、

寄生虫の問題も抱えているとの、訴えがあった。 

  一方、保護された地下水も、深井戸 3 試料、保護湧水 6 試料で一般細菌、大腸菌 

の汚染をうけていることが、判明した。深井戸の場合、一部は表層に近い浅層の 

汚染された地下水を利用していることも考えられるが、ポンプ交換時等に人為的 

な汚染を受けている可能性も高いと判断される。また、保護湧水の場合は、一般 

に湧水点に暗渠等を設け、集水域の上部は土砂等で埋め戻されているため、表層 

から汚染水が浸透し易い構造になっている事が、問題である。 

 

水源別の一般細菌、大腸菌の汚染状況は、図 3-4-3に示すとおりである。 

 

図 3-4-3 水源別一般細菌・大腸菌汚染の頻度分布 
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３－５ 給水現況 

キブンゴ県内の 2 市 8 郡において実施した、市・郡長と給水事業関係者とのインタビュ

ー、そして水源付近での住民調査等の現地調査の結果を本項で纏める。 

全般的には、キブンゴ県においては表 3-5-1 に示すように住民が水汲みに掛ける時間が

比較的長い。これは同県が起伏のある山地に位置し、住居区域が標高の高い所にあるのに

対して、湧水などの水源が谷間に存在するケースが多く、水源までの距離の割に水汲みに

時間が掛かるためである。 

 

表 3-5-1 住民が水汲みに掛ける時間の比較 

 15 分以下 15‐29 分 30‐59 分 60 分以上 

全国平均 46.0 25.3 20.8 8.0 
     

村落部 44.0 26.0 21.6 8.4 

都市部 77.7 12.9 7.8 1.5 
     

キブンゴ県 24.0 19.3 43.8 12.9 

(出所：CWIQ) 

 

また、一般にアフリカでは水汲みは婦女子の仕事である場合が多いが、今回の住民調査

の結果を見る限りでは、家族全員で行っている場合が多かった。場所によっては水源と住

居区域を結ぶ山道の高低差が大きく、勾配が非常に急であり、成人男性でなければ水の運

搬が困難であり、斯様な立地的条件が影響している。 

既存の給水システムに関しては、県内全域で湧水や河川・湖・沼地などの表流水を水源

としたものが多く、地下水に関しては 1987-88 年に日本の無償援助及び 1998 年に

UNICEFとDFID資金により国際NGO、OXFAMが建設した井戸以外に既存のものはない。

各市・郡長とのインタビューでは、技術的な根拠はないものの、一般に地下水開発は標高

の高い居住区近辺では難しいという先入観があり、比較的簡単に取水出来る湧水及び表流

水を優先する傾向がある。 

また、住民調査の結果からは、個人差はあるが、水道政策の一つである「住居から往復

500M 以内の水源」という指標があるため、水源までの距離がそれ以内であれば、不満と

いう回答は少なかった。水質に関しては、湧水、地下水から取水している住民からは問題

視する声は少なかったが、やはり、河川、湖水など表流水を未処理で取水している住民か

らは味、色、臭い、そして水系疾病の原因となり得るとの理由から水質に不安を感じると

いう回答が多かった。 

主に都市給水を管轄する水道公社エレクトロガスはキブンゴ県内では、キブンゴ市

（500 世帯）、ルワマガナ市（900 世帯）を中心に、隣接するキガラマ郡、ムハジ郡、そ
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第４章 我が国の協力の可能性 
４－１ 要請内容の妥当性 

 「ル」国政府は、Vision 2020 及びこれを給水・衛生分野に展開した「分野別戦略文書

(2005-2010)」において、現在の安全な水へのアクセス率 52%を 2010 年に 80%、2020

年に 100%とすることを目標としており、本要請に示されたハンドポンプ井戸の建設と修

復はキブンゴ県における給水率向上に資するものである。 

 しかし、実施計画レベルにおいては、以下のような問題点が指摘できる。また、給水

事業の方法として、ハンドポンプ付き井戸の建設・修復が要請サイトにおいて最適な方

法であるかどうか、あるいはパイプ給水システムを検討すべきか、改めて確認する必要

がある。 

 

１）地下水開発に対する上位計画および他のドナーの援助動向 

 キブンゴ県を含む東部地域においては、地下水開発への期待があるものの、具体的な

地下水開発プロジェクトや地下水開発の実施方針は示されていない。地下水開発につい

ては、水・衛生局に水理地質技術者がおらず、今後 2005-2007 年の３カ年計画で２名を

養成することとしている。 

 一方、キブンゴ県同様に降雨量の比較的少ない東部地域に位置するウムタラ県では、

IFAD/OPEC が地域開発の一環としてハンドポンプ付井戸の建設を行っている。

MINITERE は、これによりキブンゴ県における地下水開発の妥当性に自信を得ているが、

ウムタラ計画は MINALOC が管轄するプロジェクトであるため、MINITERE としては自

らの開発方針を具体化するものではない。 

これら以外の中部・西部地域で実施されている給水プロジェクトは、一部の NGO の活

動を除いてすべてパイプ給水システムの新設、修復、拡張であり、本要請のような地下

水開発は国家プロジェクトとしては、実験的な位置づけである。 

 

２）開発調査が提案した計画とその後実際に建設された給水施設の相違 

開発調査は、当時あった 270 あまりの湧水利用の状況から、湧水や沢水は新規開発が

難しいとして、地下水開発を基本に開発計画を策定した。本要請は、開発調査に示され

た Phase Ⅱ、Phase Ⅲのハンドポンプ付井戸の建設と PhaseⅠで建設した井戸施設の

修復からなる。Phase Ⅱは、我が国の無償資金協力 (PhaseⅠ)で調達した井戸掘削機を

用いて、「ル」国政府が実施することになっていたものであるが、内戦等により機材と掘

削要員を失った「ル」国政府が、その実施を無償資金協力として要請したものである。 

しかし、内戦中を含めて開発調査以降、現在まで自国、ドナー、NGO 等により開発さ

れてきた給水施設は、ほとんど湧水を水源とする自然流下式簡易水道システムである。

これらの湧水源は、地表面に明らかに湧き出ていたもの以外に、斜面下部ににじみ出し

ているような箇所において、地中に集水穴あき管などを敷設して未利用の湧水を開発し
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たものである。2001 年のインベントリー資料によればこのような給水システムは、キブ

ンゴ県において 90年代に１９システムが開発され、公共水栓も 242箇所設置されている。 

以上の経緯により、本要請が日本の開発調査の結果を受けて作成されたことになって

いるものの、開発調査以降実際に開発されてきた給水施設は、その前提条件となってい

た「地下水開発を給水事業の基本に据える」という考え方と相違を見せているため、開

発調査の実施計画そのものに基づいて要請の妥当性を評価することはできない。 

 

３）受け入れる郡・市の開発計画との相違 

近年の地方分権化政策により CDF の資金を利用した各郡・市の開発計画において、給

水施設の建設・修復計画がある場合はすべてパイプ給水システムを対象としており、地

下水開発は考慮されていなかった。 

郡・市レベルの開発計画では、過去に建設された井戸が少なく、それも谷部に多く建

設されてきたことから、多くが丘の上に住居を構える住民にとって、今まで利用してい

た湧水点などに比べて水運搬距離がそれほど短くならないと想像されるので、水質や給

水量の安定という意味で井戸の有効性を認めつつも、ハンドポンプ井戸による点給水に

対する期待は薄い。 

各郡・市は予備調査期間中に井戸の有効性を一応理解した上で、急遽数日間で井戸建

設の要請対象サイトを作成した。しかし、前述のようにハンドポンプ井戸による給水に

ついては今までほとんど検討されてこなかったので、地元のコミュニティの受け入れ意

志や水道計画との対比の上で井戸を選んでいるかどうかという基本的な計画検討がなさ

れているとは考えにくい。 

かつて利用者住民や地方行政組織は、中央政府が策定した計画に沿って給水施設を受

け入れるだけであったが、地方分権化やデマンドアプローチが叫ばれ、維持管理責任を

利用者や地方組織に取らせる政策のもとでは、住民の要望を確認し、これを考慮した上

で技術的に妥当な計画が策定され、利用者へのアカウンタビリティを確保しながら事業

が実施される必要がある。 

 

４）集団定住化政策との整合性 

「ル」国政府は、インフラ整備の効率化と有効な農地の確保をねらいとして集団定住

政策を進め、キブンゴ県では比較的成功していると言われている。計画された居住地域

は、確かにパイプ給水の敷設には効率的ではあるが、必ずしも地下水開発の適地とは限

らない。むしろ、定住地は地下水の得やすい谷部や丘陵斜面の下部から、地下水の得に

くい丘陵上部に設定される傾向にある。このため、集団定住化の進んだ地域には井戸建

設地点の選定が難しい地域が多いのではないかと懸念される。 

今後集団居住が進められる地域では、水源の保証された給水計画とともに居住地の選

定が行われることが望ましい。ここで、現況集落をもとに井戸建設を進めると集団定住
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化にブレーキをかけたり、集団化の地域選定に制限を与えたりすることが懸念される。 

また、要請されたサイトは、セリュール名で記載されているが、現有の行政地図はそ

の上のセクチュールの区域界を示すだけで、当該のセリュールを把握できないうえ、

1/50,000 の地形図にセリュール名に相当する地名の記載があっても集団定住化により現

在の位置と数百 M 移動している場合があることも指摘されている。 

 

５）要請サイトの人口とハンドポンプのキャパシティ 

 井戸要請サイトとして計上されたセリュールの人口は、数十人～4 千人以上とばらつき

があり、500～1,500 人規模のセリュールが多い。しかし、人口データは、セリュール単

位で把握されていないセクチュールがあったり、要請セリュールの人口が 2002 年の国勢

調査におけるセクチュールの人口より極端に多い場合があったりと、信頼性に欠けるも

のである。 

 一方、ハンドポンプはその揚水キャパシティが 12（リットル/分）程度であることから、

一人一日 20 リットルの給水量を確保できるのは、１基当たり 400 人程度が限界である。

これを大幅に越える利用人口の負荷がかかると、待ち時間の増加や一人当たりの給水量

の減少が予想されるほか、ポンプの故障も頻発する傾向があり、維持管理上の難しさが

発生する。 

したがって、対象集落の人口規模によっては、水源の種類（井戸、湧水または表流水）

の選択を含めてパイプ給水システムの適用性を検討する必要があり、ハンドポンプなど

点給水施設を採用する場合には要請サイトの１セリュールに数カ所の施設を計画するケ

ースが多くなる。 

ハンドポンプを計画する場合は、予備調査のミニッツに記載した 200 サイトを調査の

上限とする内容について、井戸 200 本を想定すればセリュール（サイト）は 100 以下に

なる場合もあり、200 セリュール（サイト）では井戸が 500 本程度になることも考慮す

る必要があり、内容の確認と再考が望まれる。 

 

６）修復要請の既存井戸の特定と修復内容 

1987-88 年の無償資金協力で建設したハンドポンプ付井戸について、71 箇所のハンド

ポンプの交換と井戸内部の洗浄および井戸周りの構造物の整備が要請されている。 

郡・市から提出された修復要請サイトリストには、51 箇所のハンドポンプ井戸があげ

られているが、このうち 15 箇所は井戸の位置などから日本の協力によるものではないと

判断され、要請の内容に適合するのは多くても 36 箇所のみである。また、実際に現地確

認した無償資金による井戸 16箇所のうち井戸孔が土砂で埋められていて修復が不可能な

井戸が１箇所、水が出て使用されている井戸が２箇所含まれている。 

リストにあがっていない残り 36 箇所 (開発調査 Ⅲによれば、ハンドポンプ井戸は 72

箇所建設されている)が要請されなかった理由は定かでないが、実際に稼働していて修復
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の必要がない井戸、故障して管理されず放棄されるかまたは忘れられた井戸、他の給水

施設があるため不要となった井戸などが含まれていると考えられる。 

このように中央政府、郡・市とも修復を要請した既存井戸の実態を把握していない。 

 

７）掘削機材の要請と受け入れ態勢 

井戸建設は、公的実施機関がないことや国内に施工業者が１社しかないこと、および

パイプ給水によるインフラ整備が中心であったことから、MINITERE は本計画を地方分

権化の下で実施する自らのプロジェクトの実施機関として国家地方給水・衛生公社を創

設する。 

掘削および探査技術においては、水・衛生局(DEA)にキャパシティがないため、同省内

の鉱山・地質局あるいは鉱山採掘・開発公団(REDEMI)からの人材の協力が必要であり、

REDEMI の拡充計画との整合性をはかり、省としての明確な受け入れ、維持管理、運用

計画の策定が課題である。 

なお、REDEMI の組織強化は、将来的に民営化を見据えた設備と収益性の向上と位置

づけられている（MINITERE 分野別戦略文書）ため、REDEMI を機材受け入れ機関とす

ることは無償資金協力の妥当性の上から問題となり、DEA が主張するように創設される

国家地方給水・衛生公社を受け入れ機関とすることが妥当である。 

 

４－２ 無償資金協力実施の妥当性 

 対象地域では住民が高低差のある道のりを水汲みに通っており、そのため一人当たりの

水使用量が少ない。また、湖や保護されていない湧水など水質の悪い水を使用している住

民も多く、下痢・赤痢等の水因性疾病が多発している。よって、給水事情を改善する必要

性は高い。 

 しかしながら、上記のように要請内容について計画上の準備が不十分であることから、

要請内容どおり地下水開発というアプローチの無償資金協力を実施することは、以下のよ

うな条件下において妥当性が生じると判断される。 

 

１）井戸建設要請サイト 

 無償資金協力の基本設計調査を実施するにあたっては、要請サイトリストに挙げられた

セリュールに対して以下の条件が確認される必要がある。 

・ 各要請サイトについて地図上の位置と範囲が確定される。 

・ 各要請サイトについて給水対象人口が把握される。 

・ 郡・市の計画する CDP におけるパイプ給水事業など、要請した無償資金協力事業と重

複する他の給水事業計画がないことが確認される。 

・ セリュール単位でハンドポンプ井戸の設置を受け入れ、費用負担を含めて維持管理責任

を負う意志が確認される。 
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また、既存井戸修復の要請については以下の状況が整理される必要がある。 

・ 日本の無償資金協力で建設されたすべての井戸について位置、概況が把握され、修復不

可能な井戸と修復の必要ない井戸を除いた要請サイトリストが整理される。 

 

２）機材調達 

 井戸掘削機材および試験機材の調達については、基本設計調査において議論されことに

なっているが、来年末を目処に創設される国家地方給水・衛生公社(AEPA)が運用機関とな

るとしている点について、事前に以下の基本的な事項の動向を確認することが望まれる。 

・ 受け入れ、運用機関となる国家地方給水・衛生公社(AEPA)の任務として、地下水開発に

よる給水事業において井戸掘削工事の実施機関となることの明文化。 

・ 受け入れる機材の運用計画、維持管理計画および資金計画についての方針。 

 

また、地下水開発は「ル」国において経験の少ない事業であり、水理地質条件について

の基礎的なデータ、井戸建設の適地選定に関する過去の技術的なデータが少なく、特に対

象地域においては、開発調査で地下水ポテンシャルの低いと判断された花崗岩地域や居住

者の多い丘陵部については過去の無償資金協力による井戸掘削実績も少ないことから、新

たな要請に応えて地下水開発の可能性をより広い範囲で検討していくために、試験井戸の

掘削による段階的な地下水開発計画の策定が必要である。 

 

さらに、上述のような課題があることを考えると、地下水開発による給水事情の改善と

いう要請のアプローチそのものを見直し、住民の要望が多いパイプ給水システムについて

も検討する必要がある。その場合は、以下のような点が妥当性を判断する上で重要なファ

クターとなる。 

・ 水源となる湧水等の水量、水質（特に乾期の状況に注意が必要） 

・ 給水範囲の設定（集団定住化政策との整合性に注意が必要） 

・ CDP 等の既存計画やエレクトロガスの既存施設との関係の整理 

・ 技術的な持続可能性（揚水ポンプの運転が必要になるなど、ハンドポンプ井戸に比べて

高度な技術を要する） 

・ 料金徴収の可能性と財務的妥当性（特に揚水ポンプを動かす電気代もしくはディーゼル

燃料代が必要となり、ハンドポンプ井戸に比べて維持管理費が高くなる） 

 

４－３ 協力の基本方針 

 要請内容に従って地下水開発による協力を行う場合には、上記の無償資金協力実施の条

件が整えば、以下のような基本方針の下に事業が進められると考えられる。 

協力の目的： キブンゴ県における安全で安定的な飲料水へのアクセス率が向上し、

住民の生活条件が改善される。 
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 内容：  ハンドポンプ付井戸の設置。  

給水施設の建設と共に、施設の維持管理と水の衛生的な使用にかかる住民

啓発活動が実施され、施設の持続性が確保され、利用者住民の衛生的生活

習慣が改善される。 

 規模：  200 サイト（セリュール）を上限とする。 

 範囲：  水質、水量の面で飲料水供給に対する緊急度が高く、他の給水計画と重複

しない地方村落を対象とする。 

 期待される効果： 井戸１箇所当たり 460 人の給水が可能（開発調査時の原単位）と

すれば、200 箇所の井戸建設により 92,000 人への給水が可能となり、2007

年の推計人口 824 千人(分野別戦略文書の人口増加率 3.1%を採用)に対し

て約 10％の給水率向上に資する。 

 

現況では約 40%の人口が湖沼や河川及び保護されていない湧水など水質

の面で問題となる水を利用し、下痢症など水因性疾病が頻発している。本

計画の実施により、衛生環境が改善され、水因性疾病の発生が減少する。 

 

 ただし、地下水開発という当初想定されたアプローチには上述のような課題が多く残っ

ているため、パイプ給水システムの採用も含め、懸案事項に関する調査を改めて実施した

上で基本方針を検討していくことが望ましい。 

 

４－４ 基本設計調査の内容 

 無償資金協力実施の条件を確認するためには、残されている課題を整理するため、基本

設計調査の実施方法あるいは実施に到るまでの準備段階の調査を段階的なものにするよう

検討する必要がある。 

 

１）実施方法案Ⅰ（要請サイトリストを基本に進める方法） 

 調査を２段階に分け、２回目の予備調査または基本設計調査の前半として１次調査を行

い、妥当な協力対象サイトを選定した後、本格的な基本設計調査として２次調査をおこな

う。本方法案は、基本的に要請内容に沿った形でハンドポンプ井戸の建設・修復を内容と

する場合に適用可能であると考えられる。 

 

＜第１次調査＞ 

調査目的：  ハンドポンプ井戸の要請サイトの状況と要請の妥当性を確認し、第２次

調査の対象サイトを選定する。 

調査項目： 計画の妥当性調査 
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① 上位計画、地方分権化政策と地下水開発計画の整合性 

② 地方給水・衛生公社の設立の動向とその任務、要員・財政計画 

要請サイトの基礎事項調査 

① 地形図上の位置、計画対象地域の範囲 

② 対象人口と必要井戸本数 

③ 集団定住化の実施またはその計画の有無 

要請サイトの給水事業計画に係る調査 

① 当該の郡・市の給水事業に係る CDP の有無と内容 

② 他の給水計画と重複しないサイトにおける井戸の受け入れ意志 

要請サイトの水理地質概況に係る調査 

① 居住地の地形条件 

② 湧水や既存井戸などの水源 

 

以上の調査結果から第２次調査の対象として妥当なサイトを絞り込む。 

次いで 

③花崗岩地域と丘陵地上部の要請サイトでの地下水開発可能性調査 

妥当な要請サイトのうち、花崗岩地帯や丘陵上部を代表する数

サイトについて、物理探査および試験井戸掘削を行い、これら

の地域における地下水開発のポテンシャル、帯水層の能力を検

討し、井戸掘削の成功率を想定する。 

要員計画： 総括、計画管理 

   業務主任／地下水開発計画、 

給水計画／施設計画、 

水理地質／物理探査 

行程：   事前準備 ５日、 

現地調査  1.5 ヶ月（試験井戸掘削の発注を含む） 

（現地業者による試験井戸掘削、揚水試験： ２ヶ月） 

国内整理 １５日 

 留意事項： サイト調査は各市・郡での聞き取りとマッピングを中心とする。 

 試験井戸の掘削サイト選定に必要な物理探査は、コンサルタント団

員が担当する。花崗岩地域、丘陵上部それぞれ２箇所程度の試験井

戸を掘削する。 

  

＜第２次調査＞ 

調査目的： 妥当と判断された要請サイトの水理地質条件、社会状況を把握し、

無償資金協力として妥当な地下水開発計画を策定し、事業費の積算
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を行う。 

調査項目： 調査対象サイトの確定 

 水理地質・水質調査 

物理探査 

 社会状況調査 

 維持管理計画調査 

 施設計画・積算調査 

要員計画： 総括、計画管理 

 業務主任／地下水開発計画 

 水理地質／物理探査Ⅰ 

 物理探査Ⅱ 

 社会状況調査／維持管理計画 

 施設計画／積算 

行程： 国内事前準備  ５日 

 現地調査   ２ヶ月 

 国内解析   １．５ヶ月 

 基本設計概要説明 １２日 

 

２）実施方法案Ⅱ （給水事業計画全体の見直しの後に無償資金協力を進める方法） 

 内戦や地方分権化により、中央政府・地方行政組織のキャパシティが極めて貧弱である

ことが計画準備の不足を招いていると考えられるため、行政組織のキャパシティ強化を行

うと共に、要請のキブンゴ県における給水・衛生事業の進め方を見直し、水源の特性と利

用者住民の要望や社会・経済状態および進行中の地方分権化政策や集団定住化の進捗に整

合する最も適切な給水事業の進め方を検討した上で、無償資金協力として妥当な給水事業

を進めていく。 

 無償資金協力の実施前に（あるいは並行して）実施する開発計画策定支援の概要案を以

下に示す。 

  

実施案 A（給水事業計画策定支援） 

実施体制： 専門家派遣（技術協力プロジェクト） 

支援目的： 地域の社会条件と自然条件を考慮した適切な給水事業計画の策定技術の指導 

支援内容：  （１）DEA 職員への地下水開発計画手法の指導 

  （２）キブンゴ県の各郡給水事業担当者への給水事業計画指導・助言 

  （３）キブンゴ県の給水事業推進プランの作成 

（ハンドポンプ井戸建設計画の策定を含む） 

（４）試験井戸掘削と揚水試験による地下水開発ポテンシャル評価 
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（５）地方給水・衛生公社の設立に係る助言（機材の維持管理、要員等） 

  （６）給水施設の維持管理体制づくりへの助言（ハンドポンプを含む） 

派遣期間： ２年（期間中に無償資金協力の基本設計調査を開始する） 

 

実施案 B（キブンゴ県地方給水計画策定） 

実施体制： 開発調査（総括、給水事業計画、地下水開発計画、社会・経済状況） 

調査目的： 地域の社会条件と自然条件を考慮した適切な給水事業計画の策定 

調査内容：  （１）関連する国家政策（地方分権化、集団定住化、CDF 等） 

  （２）ドナーの支援動向（地方分権化支援、インフラ等） 

  （３）既存給水施設の状況調査 

（４）給水事業に係る各郡の CDP とその妥当性評価（水源、採算等） 

（５）地下水開発ポテンシャル評価（試掘、揚水試験を含む） 

（６）過去の開発調査の見直し 

（７）社会・経済状況 

  （８）コミュニティの啓発活動計画 

  （９）給水施設タイプ別の財政計画 

  （１０）キブンゴ県地方給水計画の策定（無償資金協力案を含む） 

調査期間： １年 

 



 

 
資 料 

 



資料１ 調査団構成 

 

 

氏名 担当分野 所属 派遣期間 

福田 義夫 
 

総括  
 

独立行政法人国際協力機構 
無償資金協力部 
業務第一グループ 
水・衛生チーム長 

2004 年 6 月 27 日 – 
7 月 10 日 

山貝 廣海 
 

地下水開発計画 
 

日本技術開発株式会社 
 

2004 年 6 月 27 日– 
7 月 25 日 

高久 昭紀 
 
 

水理地質 日本技術開発株式会社 
 

2004 年 6 月 27 日– 
7 月 25 日 

杉谷 健一郎 
 

村落給水計画 
 

ユニコインターナショナル 
 

2004 年 6 月 27 日–  
7 月 25 日 

鈴木 源太郎 
 

通訳 
 

（財）日本国際協力センター 
 

2004 年 6 月 27 日– 
7 月 25 日 

 

 



資料２ 調査行程 

 

日順／日付 総括 地下水開発計画・水理地質・村落給水計画・通訳 

1 6 月 27 日 日 移動：羽田－関西空港－ 

2 28 日 月 移動：ドバイ－ナイロビ 

打合：JICA ケニア事務所 （在ケニア日本大使館 担当官同席） 

3 29 日 火 移動：ナイロビ－キガリ 

協議：国土・環境・森林・水・天然資源省大臣 

協議：地方給水課長（水・衛生局長代理）－要請の背景・内容等 

協議：外務省 

4 30 日 水 

 協議：財務省 

協議：地方給水課－質問書 

5 7月 1日 
独立記念日 

木 協議：地方給水課長（水・衛生局長代理）－O&M 

6 2 日 金 協議：財務省（ｱﾌﾘｶ経済開発ｱﾗﾌﾞ銀行ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ）－Umutara ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ 

協議：地方給水課 水・衛生ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ主任－質問書 

7 3 日 土 移動：キガリ－キブンゴ－キガリ （プロ形調査団／仁木・成田、斉藤 

同行） 

表敬：キブンゴ県知事 

視察：キブンゴ県内既存給水施設（過去の無償資金協力案件を含む） 

8 4 日 
解放記念日 

日 資料整理 

9 5 日 
国民の祝日 

月  協議：水・衛生局地方給水課 

10 6 日 火 協議：大臣、水・衛生局長－ミニッツ協議 

11 7 日 水 協議：水・衛生局長－ミニッツ協議 

ミニッツ署名 

協議：USAID 資料収集：地図局等 12 8 日 木 
移動：キガリ
－ナイロビ 

協議：水・衛生局、関連機関 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



日順／日付 (1)地下水開発計画 (2)水理地質・ (3)村落給水計画 (4)通訳 

13 7月 9日 金 移動：キガリ－キブンゴ 
協議：キブンゴ県（知事表敬含む） 
サイト調査：Electrogaz 給水施設（キブンゴ市） 

14 10 日 土 協議及びサイト調査：ギタラマ郡、キブンゴ市 
（地下水開発計画・通訳）移動：キブンゴ－キガリ 

15 11 日 日 資料整理、キガリ市
浄水場視察 

協議・サイト調査：チャルバレ郡、
カバロンド郡 

(1)に同じ 

16 12 日 
公休(選挙) 

月 資料整理 
協議：地方給水課 

協議・サイト調査：ルワマガナ市、
ムハジ郡 

(1)に同じ 

17 

 

13 日 火 協議：MIMALOC- 
EU 分権化ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ 
資料収集：気象局、
国勢調査局、GIS 室 

協議・サイト調査：ミレンゲ郡 
 
協議：キブンゴ市、ギタラマ郡 

(1)に同じ 

18 14 日 水 協議：保健省公衆衛
生・疫病局 
UNICEF,  

協議・サイト調査：ルキラ郡 
 

移動：キガリ
－キブンゴ、
(2)(3)に同じ 

19 15 日 木 移動：キガリ－ニャ
ガタラ(ウムタラ県) 
協議：PDRCUI     

 (IFAD/BADEA) 

協議・サイト調査：ルスモ郡、 
ニャルブエ郡 

(2)(3)に同じ 

協議：キブンゴ県（現地調査総括・村落リスト再要請） 20 16 日 
 
金 

サイト調査：ニャンコラ給水システ
ム（’87 年度無償） 
移動：－キガリ 

移動：－キガリ 
協議：社会啓蒙
課 

(1)(2)に同じ 

21 17 日 土 協議：水・衛生局地方給水課  資料整理 

22 18 日 日 資料整理 

23 19 日 月 協議：水・衛生局長（計画上の課
題） 
EU（地方分権化・ｺﾐｭﾆﾃｨﾄﾚｰﾆﾝｸﾞ） 
資料収集：水・衛生局 GIS 室 

協議：CDF, 
Electrogaz 

(1)(2)に同じ 

24 20 日 火 協議：MINITERE 環境局、鉱山局 
      水・衛生局地方給水課 
資料収集：井戸建設資材、国勢調
査 

協議：MINITERE
公衆衛生局 
財務省・保健省 

(1)(2)に同じ 

25 21 日 水 協議：井戸建設会社、世銀、水・
衛生局水質試験室 

協議：県・郡要請
村落リスト, 
 Electorogaz 

(1)(2)に同じ 

26 22 日 木 協議：MINITERE 担当大臣、水・衛生局長 

27 23 日 金 移動：キガリ－ナイロビ 
報告：JICA ケニア事務所・在ケニア日本国大使館 

28 24 日 土 移動：ナイロビ－ドバイ 

29 25 日 日 移動：ドバイ－関西空港－東京（羽田） 

 
 



資料３ 面会者リスト 

 

 
国土・環境・森林・水・天然資源省 MINITERE 

   (Le Ministère des Terres, de l’Environnement, de la Forêt, de l’Eau et des Ressources Naturelles ) 

Dr. MUNYANGANIZI  Bikoro     水・天然資源担当大臣 

Mr. MWANAFUNZI Bruno         水・衛生局長 

Mr. YARAMBA  Albert            水・衛生局 地方給水課長 (水・衛生局長代理) 

Mr. MUKIZA  Odillo              水・衛生局 地方給水課 水・衛生プロジェクト主任 

Mr. KAYITARE Emmanuel      水・衛生局 地方給水課 社会動員グループ主任 

Mr. RWASANA Jean        水・衛生局 衛生課長 

Mr. SHANGO  Michel            水・衛生局 水資源管理課 GIS 室 GIS 技術者 

Mr. BIRORI  Mardochée          水・衛生局 ラボ責任者 

Mr. BISHANGARA  Cyprien  環境局長 

Mr. UWIZEYE  Fidèle            鉱山局長 

Mr. RWAGASHAYIPE  Timothée   鉱山局 地質学者 

Mr. MAHUNGIRO  P.Claver       鉱山局 地質学者 

 
関係省庁 

Mr. GATETE Claver        財務・経済計画省 次官 

Mr. George KATUREEBE       財務・経済計画省 長官 

Mr. NTAGANDA Manasseh      財務・経済計画省 マクロ経済局長 

Mr. RUSANDAZANGABO Justin    財務・経済計画省アフリカ経済開発アラブ銀行プログラム・オフィ

サー 

Mr. MUKAMA  B. Augustin        外務・国際協力省（MINAFFET） 国際協力局局長 

Mr. NIBISHAKA  Aimable         地方行政省・ヨーロッパ連合 地方分権化室地方分権化ファシリテ

ーター 

Mr. KALIMBA  Gilbert            コモン・デベロップメント基金 法務アドバイザー 

Mr. MUGABO Damien             国立国勢調査局 国勢調査ナショナル・コーディネーター 

Mr. MUGISHA  Roger            国立国勢調査局 方法・トレーニング担当 

Mr. RUZICA Gilbert        保健省 公衆衛生局 環境衛生課係長 

Dr. NISEYMANA Vianney       保健省 計画局長 

Mr. MUTABAZI  Alphonse         社会基盤省 運輸局 気象課 気象技術者 

Mr. GAKWISI  Syldo              社会基盤省 運輸局 気象課 気象データ担当 

Mr. MUTABAZI  Alphonse         社会基盤省 運輸局 気象課 気象技術者 

 

他ドナー 

Mr. NIYUNGEKO  Deo-Marcel    世界銀行 市町村エンジニアー 

Ms. LINDORO Laura              ヨーロッパ連合 プログラム・オフィサー （地方分権化） 



Mr. AUBRY J. Phéllipe ヨーロッパ連合 プログラム・オフィサー （インフラストラクチ

ャー） 

Dr. NTAYOMBYA Phocus       UNICEF-RWANDA 

Mr. KAPITENI Antoine       PDRCIU アシスタント コーディネーター 

 

キブンゴ県 (La Province de Kibungo) 

Mr. NTABANA  Innocent          キブンゴ県知事 

Mr. BOSENIBAMWE  Aimé        キブンゴ県行政書記官(＝副知事に相当) 
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資料 6-1  井戸建設要請サイトリスト 
Sheet N° 6.1: Identification of requested site for borehole construction 
G –1 –1. List of target cellule in Kibungo Province 
 
DISTRICT SECTEUR CELLURE  POPULATION 
1) Rukira Murama Rukizi 677 
 Rurenge Nyakaginga, 500 
  Ntara, 621 
  Rusinga I 550 
 Mushikira Bisagara, 4112 
  Gatongo, 1701 
  Butezi, 1040 
  Rwamuhigi, 1019 
  Rwayikona 578 
 Gitwe Rwamukobwa 1253 
 GItuku Rwamuyaga 1014 
  Gafunzo 846 
  Rugorogondi 1034 
  Rwimpongo 934 
 Rurama Nyakabanda 689 
 Mubago Cyeru 462 
  Karenge 833 
  Nterere 452 
  Ntungamo 727 
  Nyagateme 341 
  Rusenyi 896 
 



 

 
DISTRICT SECTEUR CELLURE  POPULATION 
2) Muhazi Duha Busanza  315 
  Nyabisindu 412 
  Umunini 337 
  Bwiza 435 
  Agashuhe 328 
  Rwamivu 379 
  Rujumbura 394 
  Rugabano 341 
  Rugarama 330 
  Budahigwa 209 
  Gashikiri 406 
 Gishali Shaburondo 1105 
  Cyili 998 
  Akanogo 819 

  Mugusho 798 
  Burisanga 510 
  Rwagahanga 4854 
 Munyiginya Ivivo 526 
  Akabatasi 469 
  Binunga 580 
  Byarugina 930 
  Kcyuwa 938 
 Cyimbazi Cyimbazi 360 
  Agatare 233 
  Rwera 270 
  Akabuye  289 
  Cyarukamba 419 
  Ntunga  342 
  Nyagakombe 327 
  Ndago 207 
 Nyarubuye Buyanja 623 
 Nkomangwa  Karubisha 678 
  Bakinnyi (Kugisenyi) 519 
  Kabuye (Nyamugali) 480 
  Ryamirenge (Rwinkongi) 523 
 Gati Ingeyo 567 
  Ikibonde 521 
  Uruhuha 438 
  Agatare 681 
 Ruhunda  Nyagakombe 447 

  Mpungwe 538 
  Nyagahinga 728 



 

 Nyarugari Abakina 636 
  Umunini 762 
  Kinyana 541 
  Nyagacyamo 615 
  Nyakagara 610 

 Mukarange Karambara 166 
  Kinyamera 350 
  Kabuye 358 
 Nyagatovu Ragwe 1098 
  Kazirabwiye  601 

  Nyagatovu 1114 
  Gatagara 853 
  Buhonde 708 
  Cyeru 987 
 Kitazigurwa Karwira 561 
  Buhanya 395 
  Mwuma 499 
  Ntebe 662 
 Murambi Karambi 637 
  Birembo 506 
  Nabaranda 619 
  Gashani 1403 
 Kabare Kigogo 932 
  Rukoma 607 
  Nyanikombi 205 

  Gatoboto 609 
  Byeza 529 
 
 
 
 
 
 
 
 



 

 
DISTRICT SECTEUR CELLURE POPULATION 
3)Rwamagana Mwulire Kabuga 477 
  Rubona 734 
  Masandi 840 
 Rwikubo Nyirakdongo 1136 
  Nyagasenyi 999 
  Bacyoro 324 
 Rutonde Kigarama 818 
  Munini II 430 
 Sovu Rushangara 446 
  Gasharu 575 
 Nyarusange Gahondo 663 
  Mpinga 750 
  Kidogo 720 
  Karambo 712 

 Kigabiro Karuhayi 876 
  karatimbo 1082 
 Nsinda Kibare 664 
  Agatare 739 
  Rubirizi 555 

 



 

 
DISTRICT SECTEUR CELLURE POPULATION 
4)Ville  
Kibungo 

Gahurire Rurenge 850 

 Kabare Kabuye 1376 
  Kinanira 675 
  Kinunga 1040 
  Nyamagana 1001 
  Nyamugari 1380 
  Ruhama 1004 

 Kibaya Nyagatovu 610 

  Karenge 472 
  Gahama 528 
  Nyagakizi 537 
  Nyagahandagazi  
 Ndamira Gatoro 181 
  Kibimba 1344 
  Ruhinga 820 

 Rubona Gasoro 1113 
  Gatonde 1577 
  Giteme 1100 
  Muliza 805 
  Nyagatovu 712 
  Nyamigina 954 
 Sakara Gahama 957 
  Kabahushi 784 
  Kiyagara 486 
  Kukarenge 856 

  Kukarambi 1050 
  Mvumba 578 
  Nyagataba 127 
  Nyarwanya 616 
 



 

 
DISTRICT SECTEUR CELLURE POPULATION 
5) Rusumo Gahaza Butanga 1640 
  Kagarama 669 
  Muhamba 4060 
  Murangara 1526 
  Murehe 2538 
  Tarayi 2410 
 Gashongora Kabagera 1981 
 Gatore Cyiha 975 
  Kamomo 1600 
  Muganza 1200 

  Nyakabare 1130 
  Rubona 1421 
  Rugali 1601 
  Rurenge I 1316 
  Rurenge II 1570 
 Kibara Nyamirindi 1057 
  Nyamugali 1121 
 Kigarama Cyanya  1103 
  Gisenyi 1791 
  Humure 1323 
  Kabare 944 
  Kiyanzi 2342 
  Kimesho I 2016 
  Kimesho II 1709 
  Kiremera I 749 
  Kiremera II 1357 
  Nyamiyaga 2108 
  Nyakerera 1596 
  Nyankurazo I 1322 
  Nyankurazo II 1301 
 Kigina  Gatarama  I 1005 
  Gatarama II 706 
  Mayizi 594 
  Mugisenyi 755 

  Nyakibande 1242 
  Rugondo 1440 
  Ruhanga 1380 
  RugaramaI 1900 
  Rugarama  II 1832 

 Kirehe Gacumu 1952 
  Kaduha 2367 



 

  Kaziba 1335 

  Kirehe 3630 
  Mubuga 1335 
  Nyabikokora 1721 

  Rurenge 1305 
  Rutabagu 1731 

 Musaza Gacuba 1401 
  Gikenke 1624 

  Kabugiri 2225 
  Kagera 1638 
  Kayanza 1235 
  Murambi 1488 
  Muyoka 1122 
  Nyagahama  1412 
  Rukumba 1974 

 Nyamugari Kamugarura 757 
  Irama - I 465 
  Kazizi - I 792 
  Kanshongwe 1412 
  Kazizi - II 355 
  Irama - II 342 

 



 

 
DISTRICT SECTEUR CELLURE POPULATION 
6)Kigarama Gashanda Rubambantare 1000 
  Rwanyamigono 600 
 Fukwe Akabaya 300 
  Kugusa 400 
 Bare Muzingira 1000 
  Rurenge + Kaguruka 2000 
  Rurenge 600 
  Mutenderi 800 
  Karenge 800 

 Matongo Nyagasozi 300 
  Karwema 600 
  Kibare 2000 
  Nukoma 2000 
  Kibare 6000 

 Kibimba  Rugarama 560 
  Tunduti 500 
7)Mirenge Gatare Kabuhire 250 
  Kamayange 180 
  Rugarama 100 
  Akabeza 40 
  Kabusunzu 60 
 Kabilizi Mumahoro 150 

  Kizanye 120 
  Umurava 110 
  Murambi 115 
  Kabonobono 160 
 Ruyema Mibirizi 140 
  Nyaruka 135 

 



 

 
DISTRICT SECTEUR CELLURE POPULATION 
8)Cyarubare Bisenga Mutumba 
  Muko 
  Nyakanazi 
  Rurenge 

 
 
14380 

 Shyanda Rusave 3420 
  Bicumbi 1200 
  Rutindo 700 
  Kinyinya 1300 
  Nyakagezi 1700 

 Ndego Byimana 1200 
  Gasabo 450 
  Gasenyi 1600 
  Isangano 860 
  Karambi 1300 
  Karambo 560 
  Kiyovu 1600 
  Nyakabingo 1100 
  Nyamata 1700 
  Nyamugari 1450 

 Gishanda Nyagakozi  
  Kibimba  
  Kumuyenzi 12000 
  Rwabarima  
  Kigongi  
 Kabare II Kisange 24560 
  Rubumba  
  Gahama  
  Gahibura  
 
 



 

 
DISTRICT SECTEUR CELLURE POPULATION 
9)Nyarubuye Kagese Gatunguru ------------------ 
  Kagese  
  Mitsindo  
  Murehe  
  Nyabimuri  

 Kankobwa Kahi  
  Murindi  
  Nyakabande  
  Rugarama III  
  Ruhama  
  Rutumbwe  
 Nyarubuye Bugarura   
  Kagabiro  
  Mareba  
  Nkakwa  

  Nyarubuye  
  Nyarutunga  
  Rubare  
  Rurenge  
 Nyabitare Kazizi  
  Mpanguhe   
  Nyabitare  
  Nyamateke  
  Nyamisagara  
  Rugarama  
 



 

 
DISTRICT SECTEUR CELLURE POPULATION 
10)KABARONDO Gasogi Gasogi 5914 
  Kabuye  
  Gasura  

 Kaduha Rwimbogo 4236 
  Gishike  
  Kabare  
  Kababero  
 Mburabuturo Kinunga 3991 
  Mburabuturo  
  Gihima  
  Bwangeyo 

 
 

 Rweru Cyinganzwa 4368 
  Rwisange  
  Zinga  
 Ruyonza Gitwa 2831 
  Amataba  
 Rutare Gkumba 3497 
  Kanyamasha  
  Rugendabari  
 Rusera Rugwagwa 4035 
  Nkuba  
 Rundu Murambi 5049 
  Gashonyi  
  Ryagahara  

 
 
 
 
 
 
 
 
 



 

資料 6-2   既存井戸修復要請サイトリスト 
 
LISTE DE FORAGE  DES PUIS  CONSTUITS  PAR  LA  COOPERATION  
JAPONAISE   NECESSITANT LA  REHABILITATION 
LIST OF BOREHOLES REQUIRED REHABILITATION, WHICH WERE 
CONSTRUCTED UNDER THE JAPANESE COOPERATION 
 
DISTRICT SECTEUR CELLURE POPULATION  ETAT 
1)Ville 
Kibungo 

Ndamira Ruhinga 820  En Panne 

 Kibaya Nyagatovu 610  En Panne  
  Nyagahandazi 528  
  Gahama  803  
 Gahurire Mpandu 1437  En Panne 
 Rubona Gatonde 1577  En  Panne 
 Sakara Mvumba 578  En  Panne 
  Kinyagara 486  
  Nyarwanya 616  
  Gahama 957  

Gashongora Butazi 4502  En  Panne 2)Rusumo 
Gatore Cyumuzi 1687  En  Panne 

 Musaza Rugina 1604  En  Panne 
  Rwabutazi 1200  
  Ruseke 943  

3)Rukira Rurama Gatsi   En  Panne 
Murama Rukizi   En  Panne  
Rurenge Ntara  Fonctionne   

  Rusinga II  En  Panna (2) 
  Nyakaziga  En Panne 
4) Muhazi Murambi Karambi 637 En  Panne 
 Kitazigurwa Karwiru  En  Panne 
5) Cyarubare Rwinkwavu Muganza    En Panne 
  Seka 13670 En Panne 
 Cyabajwa Rugunga  En Panne 
  Nyabihare  En Panne 
  Kadiridimba  En Panne 

  Mbarara I 18590 En Panne 
  Mbarara II  En Panne 
  Cyabajwa  En Panne 
  Rubirizi  En Panne 
6) Kabarondo Kabarondo Rugazi I  6317 En Panne 
    (Kayonza)  Cyabajwa  En Panne 
 Nkamba Mabuga 4205 En Panne 
  Gatare  En Panne 



 

 RUKIRA Muramba 2386 En Panne 
  Agatare  En Panne 
 Nkungu Rudashya 3316 En Panne 
  Mataba  En Panne 
  Rushangara  En Panne 
  Nyagakombe  En Panne 

7)Rwmagana Mwurire    -    
8)Nyarubuye    -     -   
9)Mirenge    -     -   
10)Kigarama Kaberangwe Rwikobo (2)  Four of six are 

not in use 
  Rwaromba   
  Rugese   
  Bugarama   
  Gaseve   
 Gasetsa 1  One borehole 

needs 
rehabilitation 

 Vumwe 3  three boreholes 
need 
rehabilitation 
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